
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

猛暑だった今年の 8 月、みなかぜ病院の 26 期がスタートしました。 

今期から私が病院長をさせて頂くことになりましたが、秋を感じる間もなく気が付

くと初冬となり、すでに 26 期も第二四半期に突入しあっという間の 4 ヶ月間だっ

たと思います。 

今期より、患者さんと共に歩む精神科医療を提供することを目的に病院理念を新た

に『患者さんとともに』としました。昨今の高齢化に伴い、当院でも患者さんの高

齢化は進み認知症の患者さんが増える一方で、ストレス社会に苦しむ患者さんも増

加し、求められる診療内容も多様化してきております。これらの変化に対応すべく

みなかぜ病院３か年計画を作成し、患者さんと共に歩む精神科医療を提供できるよ

うスタッフ一同一丸となり今期より計画に取り組んでおります。これからのみなか

ぜ病院も宜しくお願い申し上げます。 

                                 （院長 堤 淳） 
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【病院理念】 
“患者さんとともに” 

 
【基本方針】 
・安全で安心できる医療を提供します 
・地域社会と共存共栄します 
・自己研鑽に努め成長します 



    

 

 

8月 23日に『第 9回みなかぜ病院夏祭り』を開催しました。ステージイベントとし

て、二丈絆太鼓の皆さんによる太鼓演奏のパフォーマンスや Lanternsによるアコー

スティックライブ、フラ・ハナ・アロハによる華麗なフラダンスが披露され、エネ

ルギー溢れる力強いパフォーマンスにより会場全体が盛り上がりました。出店では

たこ焼きやかき氷、お菓子すくいなど様々な種類があり、多くの患者様やお客様、

関係者の皆様に楽しんで頂けるように取り組みました。途中、雨が降り続行も危ぶ

まれましたが、すぐ雨も止み無事に終えることができました。今後も地域の皆様に

親しんで頂ける病院となるべく、各種行事の運営や地域活動への参加・広報活動等

に努めていきたいと思います。 

 

 

（第 9 回夏祭り実行委員長 山路友之） 



※院内研修会風景です 

                                                    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者さんにとって、食事の時間というのは、楽しみな時間になれば、

苦痛な時間にもなり得ます。どうしたらおいしく、安全に食べていた

だけるかを考え、多職種で、患者さんの〝口から食べる″を支える支

援につなげていける機会になればと思います。 

 

                   （管理栄養士 築城 清夏） 

院内研修より 
 



 

 

 

 

 

インフルエンザは、咳やクシャミによる飛沫(空気)感染や接触に 

よって発症します。普段からマスクの着用、手洗い、アルコール消毒を

行いきちんと食事をし十分な睡眠をとり予防しましょう。        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員紹介リレー 

氏 名 ： 片岡 英敏 

職 種 ： 事務部庶務係 

趣 味 ： 水泳、登山 

     日帰り乗り鉄 

     

一 言 ：初の病院勤務。やっと半年。 

    まだまだ不慣れです。皆さん 

    色々教えてください。 

 

今年の夏は、皆さんに

とっても、病院にとって

も、体制が変わったり、

機能評価受審に向けて

の準備が在ったり、とて

も暑い夏になったよう

に思います。芸能界でも

平成の歌姫が『はじまり

があると、必ず終わりが

来る』という言葉を残し

て、引退しました。いつ

か来るかもしれない終

わりの時に悔いが残ら

ないような生き方を考

えさせられました。 

また、今号は発行が遅

れ、多少季節外れとなり

ましたが、ご拝読いただ

けますよう、よろしくお

願いいたします。 

 

（3 病棟 加布里光孝） 


